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概要：大学における教育, 研究, 事務管理業務の多くの部分が電子的に行われている現




























































示す. 今回, ECM として Oracle Web Center 
Content (OWCC), 光ディスクストレージシス
テムとして , FUJITSU Storage ETERNUS 
DA700 を導入する. DA700 の光ディスクは
Blue-ray の上位企画である, Archival Disc を
内蔵する . これは 1 枚当たりの容量が

























データ, アクセス権情報等を JSON 等構
 
図 1: ECMシステムと光ディスクストレージによるアーカイブシステムの模式図 
造化されたテキスト情報として合わせて
保存する. 





































利用されるものと考えられる. また OWCC が
元来エンタープライズコンテンツ管理システム
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[2] 京都大学のける研究データ保存について 
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/ethic
/research_guide/documents/201602_data
_preservation.pdf 
 
